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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

277件 
40件 

2人 

＋19 
＋5

（31） （＋13） 

（1） （＋1） 
＋1

41人 
237件 

＋2 
＋14

件数内訳 平成２２年7月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

8月の納税 

市 ・ 県 民 税s2期 

納 期 限s8月31日（火） 

口座振替s8月26日（木） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

6月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

7月末現在 月間増減 
出生 

－ 
－ 
－ 
 

－ 
－ 
－ 
 

死亡 転入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

計 転出 
－ 
－ 
－ 
－ 
 

12,622 
13,797 
26,419 
8,286

6 
5 
11

12,599 
13,781 
26,380 
8,279

23 
16 
39 
7

12 
15 
27

6 
10 
16

8 
11 
19

25 
17 
42

17 
6 
23

計 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

　
連
日
大
変
な
猛
暑
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
暑
さ
で
す
か
ら
、
熱

中
症
に
は
十
分
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
今
月
号
に
対

策
記
事
も
載
せ
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く

だ
さ
い
。
 

　
今
年
の
お
盆
も
「
勝
ち

山
夏
物
語
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
恐
竜
博
物
館
開
館

１０
周
年
記
念
行
事
の
恐
竜

パ
レ
ー
ド
や
、
か
ち
や
ま

ワ
ッ
シ
ョ
イ
2
0
1
0
に

納
涼
花
火
大
会
。
そ
の
ほ

か
に
も
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
す
。
暑
い
夏
を
さ

ら
に
熱
く
す
る
勝
山
の
夏

の
風
物
詩
。
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。
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「Oh～、Wonderful！」 
　この夏、青少年交流事業としてアメリカ青少年交流事業としてアメリカ・アスペン
市からホームステイにきた青少年4人。8月2日に
は野向の西出そば道場でそば打ち体験をしました。 
　勝山の魅力にたくさん触れて、ますます青少年交流
が盛んになるといいですね。 

「Oh～、Wonderful！」 
　この夏、青少年交流事業としてアメリカ・アスペン
市からホームステイにきた青少年4人。8月2日に
は野向の西出そば道場でそば打ち体験をしました。 
　勝山の魅力にたくさん触れて、ますます青少年交流
が盛んになるといいですね。 

（118） 

勝
山
城
址
之
碑 

か
つ 

や
ま 

じ
ょ
う 

し 

の 

ひ 

お
よ 

も 

　
勝
山
市
民
会
館
玄
関
の
左
側
庭
に
、
城
址
碑
が

ひ
っ
そ
り
と
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

　
城
址
之
碑
の
表
に
は
「
明
治
二
十
二
年
　
勝
山

城
址
之
碑
　
源
長
守
書
」
と
あ
り
、
最
後
の
藩
主

の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
裏
面
に
は 

「
勝
山
城
址
蔭
記
（
蔭
記
‥
裏
に
記
す
、
読
点
は

筆
者
が
付
す
）　
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
七
月
、

小
笠
原
貞
信
公
自
美
濃
高
須
移
封
茲
土
、
食
邑
弐

萬
石
餘
、

嫡
孫
信
辰
公
創
筑
本
城
、
廣
二
町
袤

三
町
、

山
帯
河
沃
饒
四
塞
天
府
之
險
也
、
八
世

長
守
公
奉
還
封
土
任
勝
山
藩
知
事
、
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
廢
藩
置
縣
公
　
其
年
八
月
去
茲
土
移
居

東
京
、
自
貞
信
公
移
封
至
長
守
公
去
國
凡
一
百
八

十
一
稔
矣
、
後
二
年
有
廢
城
之
令
、
舊
封
士
民
惜

其
終
帰
湮
滅
、
建
石
城
址
以
遺
永
遠
　
舊
藩
士
木

下
義
雄
謹
記
　
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）歳
在

己
丑
三
月
　
子
爵
小
笠
原
長
育（
長
守
嫡
子
）書
」 

と
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
下
す
と
、「
元
禄
四
年
七

月
、
小
笠
原
貞
信
公
美
濃
高
須
よ
り
茲
の
土
（
こ

の
土
地
）
に
移
封
す
、
食
邑
（
領
地
）

二
万
石
余
な
り
、
嫡
孫
信
辰
公
に

　
び
本
城
を
創
筑
す
、
広
（
東
西

の
意
味
）
二
町
袤
（
南
北
の
長
さ
）

三
町
、

山
帯
河
（
山
が
そ
び
え
、

河
が
め
ぐ
る
）
沃
饒
（
肥
え
た
土
地
）

に
し
て
四
塞
（
周
囲
を
要
害
で
囲

ま
れ
る
）
は
天
府
の
険
な
り
（
天

然
の
要
害
で
あ
る
）、
八
世
長
守
公

に
至
り
封
土
（
領
土
）
を
奉
還
し
勝
山
藩
知
事
に

任
ず
、
明
治
四
年
廃
藩
置
県
公
　
っ
て
其
年
八
月

茲
の
土
を
去
り
東
京
に
移
居
す
、
貞
信
公
の
移
封

よ
り
長
守
公
去
国
に
至
る
凡
そ
一
百
八
十
一
稔
（
年
）

な
り
、
後
二
年
に
し
て
廃
城
之
令
有
り
、
旧
封
の

士
民
其
終
に
湮
滅
に
帰
す
る
を
惜
し
み
、
城
址
に

建
石
し
以
っ
て
永
遠
に
遺
さ
ん
と
す
、
旧
藩
士
木

下
義
雄
謹
ん
で
記
す
」
で
あ
ろ
う
。 

　
勝
山
城
址
之
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
天
守
台
上

で
あ
り
、
明
治
二
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和

四
十
一
年
に
至
っ
て
、
市
民
会
館
建
設
の
為
に
お

天
守
は
取
り
壊
さ
れ
、
城
址
碑
は
現
在
地
に
移
さ

れ
た
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
城
址
碑
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
旧
領
分
有

志
の
寄
付
に
よ
り
、
明
治
二
十
二
年
二
月
十
日
か

ら
、
旧
領
民
に
よ
り
「
中
ノ
橋
」
下
か
ら
曵
き
出

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
「
永
世
家
記
録
」（
比

良
野
家
文
書
）。 

文
化
財
保
護
委
員
　
増
田
公
輔 

ありし日の天守台上の「勝山城 
址之碑」左に招魂社も見られる 

市民会館前庭に移された 
　　　　　　「勝山城址之碑」 

勝山城址之碑 

↓
 

勝山城址之碑 

↓
 

き
ん 

こ 

ど 

の
ぶ 

ぼ
う 

さ
い 

ゆ
う 

と
き 

よ
く 

じ
ょ
う 

い
ん 

め
つ 

の
こ 



7月17日（土）～19日（月・祝） 7月17日（土）～19日（月・祝） 

は
た
や
記
念
館

記
念
館 

　
ゆ
め
ー
お
れ
勝
山
勝
山 
は
た
や
記
念
館 

　
ゆ
め
ー
お
れ
勝
山 

オ
ー
プ
ン
1
周
年
周
年
!

オ
ー
プ
ン
1
周
年
周
年
!

オ
ー
プ
ン
1
周
年
!

広報かつやま8月号 No.669 2 広報かつやま8月号 No.6693

昨
年
の
7
月
１８
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
、
早
１
年
を
迎
え
た
「
は
た
や
記
念
館

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
」。

こ
の
た
び
、
オ
ー
プ
ン
１
周
年
を
記
念

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
、
7
月
１７
日
か
ら
１９
日

ま
で
の
3
日
間
、
ゆ
め
お
ー
れ
広
場
な
ど

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
１７
日
は
、
ま
ず
記
念
式
典
が
開

か
れ
、
そ
の
中
で
山
岸
市
長
は
「
こ
の
１

年
間
で
約
１６
万
人
が
来
館
し
、
予
想
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
近
代
化
産
業
遺

産
施
設
、
ま
ち
な
か
観
光
施
設
と
し
て
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
保
育
園
児
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
大
道
芸
人
シ
ョ
ー
、

午
後
に
は
商
工
会
議
所
主
催
の
プ
レ
ミ
ア

ム
地
域
商
品
券
の
大
抽
選
会
や
、
ド
ラ
ゴ

ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

が
行
わ
れ
、
多
く
の
か
た
が
た
が
会
場
に

集
ま
り
ま
し
た
。

2
日
目
の
１８
日
は
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

さ
ま
ざ
ま
な
バ
ン
ド
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。最

終
日
の
１９
日
は
、
ゆ
め
お
ー
れ
広
場

に
昔
の
名
車
が
ず
ら
り
と
並
び
、
訪
れ
た

か
た
の
目
を
引
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。
午

後
は
、
沖
縄
音
楽
や
レ
ゲ
エ
ラ
イ
ブ
で
会

場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
館
内
で
は
ゆ
め
お

ー
れ
勝
山
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
回
想

写
真
展
が
、
ゆ
め
お
ー
れ
広
場
で
は
各
種

物
産
展
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
夜
に
は

恐
竜
に
ち
な
ん
だ
映
画
が
大
ス
ク
リ
ー
ン

で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

①記念式典アトラクション
（北保育園児）

②オープニングイベント回想写真展
③物産展風景
④ラッピングバス

（大阪からのツアー）
⑤ソーラークッカー

（エコ体験イベント）
⑥プレミアム地域商品券抽選会
⑦勝山バンド祭り
⑧スクリーン映写会
⑨ミュージカル

（ドラゴン・ファミリー）
⑩草木染め体験
⑪沖縄南風（ぱいかじ）ライブ
⑫クラシックカー展示

1
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911
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が移転します 「カンガルーのお部
屋」

「カンガルーのお部
屋」 

（子育て支援セン
ター） 

「カンガルーのお部
屋」 

（子育て支援セン
ター） 

　利用者の増加に伴い、活動スペースや駐車場を拡

充するため、カンガルーのお部屋を移転します。 

移 転 先　（財）奥越地域地場産業振興支援センター

2階　和室 

供用開始　8月23日（月）午前9時30分～ 

開館時間　平日の午前9時30分～午後3時30分 

（ただし、電話対応は午前8時30分～午

後5時30分） 

【カンガルーのお部屋で行っていること】 

　親子遊び、育児講座、食育・発育に関する講習会、

絵本の読み聞かせ、自然体験活動、保育園・幼稚園

体験など 

子育て支援センター（187‐3830） 問 

子
ど
も
医
療
費

医
療
費
（
乳
幼
児
医
療
費

乳
幼
児
医
療
費
）
制
度
制
度
が
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拡
大
さ
れ
ま
す
 

子
ど
も
医
療
費
（
乳
幼
児
医
療
費
）
制
度
が
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拡
大
さ
れ
ま
す
 

福
祉
・
児
童
課（
1

８７
‐
0
7
7
7
） 

問 

区　　　　　　　分 1医療機関あたりの自己負担分の額 

満6歳に達する日以後の最初の3月31日までの
間にある子ども 

なし 

1日につき500円（ただし、1か月につき
4,000円を限度とする） 

1か月につき500円（ただし、1か月の一部
負担金が500円に満たない額のときは当該
額とする） 

1か月につき10,000円（ただし、1か月の
一部負担金が10,000円に満たない額のと
きは、当該額とする） 

満6歳に達する日以後の最初の
3月31日翌日から満12歳に達
する日以後の最初の3月31日
までの間にある子ども 

入院の場合 

入院以外の
場合 

入院・入院
以外の場合 

満6歳に達する日以後の最初の
3月31日翌日から満15歳に達
する日以後の最初の3月31日
までの間にある子ども 

就学前 

小学生 

中学生 

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
！

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
！
 

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
！
 

熱
中
症
に
 

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
 

熱
中
症
に
 

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
 

熱
中
症
に
 

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
 

     　
今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
続
き
、
全
国
的
に

熱
中
症
に
か
か
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者
や

子
ど
も
、
高
温
環
境
下
で
の
労
働
や
運
動
時

は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。 

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
！
 

1
．
炎
天
下
や
非
常
に
暑
い
場
所
で
の
長
時

間
の
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。 

2
．
こ
ま
め
に
水
分
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
）
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

3
．
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

4
．
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
 

5
．
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
る
、
日
傘
を
さ

す
な
ど
、
直
接
日
光
に
当
た
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

 暑
さ
の
中
で
 

　
　
少
し
で
も
体
調
不
良
を
感
じ
た
ら
 

１
．
無
理
を
せ
ず
、
風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、

冷
房
の
効
い
た
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。 

2
．
衣
類
を
ゆ
る
め
て
、
冷
た
い
水
で
冷
や

し
た
タ
オ
ル
な
ど
を
脇
の
下
や
足
の
付
け

根
に
置
き
、
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。
 

3
．
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
 

4
．
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

健
康
長
寿
課（
1

８７
‐
0
8
8
8
） 

問 

広報かつやま8月号 No.669 4 広報かつやま8月号 No.6695

第5次勝山市総合計画策定進捗状況 
市内10地区で地区別座談会を開催 市内10地区で地区別座談会を開催 

○基幹産業である農業振興を重点的に進めるべ

きである。 

○経済効果をもたらすような観光政策が必要 

○高齢化社会における区のあり方についてしっ

かり考えてほしい。 

○流雪溝をきめ細かく整備してほしい。 

○転出した人が、勝山市に戻って来られるよう

な施策が必要 

○小学校の再編については地域の保護者の意見

を十分聞いてほしい。 

○学校再編に伴い、必要となるスクールバスの

運行体制をしっかりしてほしい。 

○地域の特色を生かした学校のあり方があって

もよいと思う。　　　　　　　　　　　など 

※地区別座談会の内容は、勝山市ホームページ

に順次掲載しています。 

地区別座談会における 
おもなご意見・ご提案 

　市では、第5次勝山市総合計画策定に対する市の基本的な

考え方・方向性について、さまざまな観点から市民の皆さま

のご意見・ご提案をお聞きしています。 

　7月4日～8月6日には、市内10地区において地区別座

談会を開催しました。 

　座談会では、総合計画策定の基本理念および市民アンケー

トの結果をふまえた施策の方向性、さらには地域コミュニテ

ィのあり方や小中学校再編、新体育館建設に関する現時点で

の市の素案をお示しして、参加された皆さまから多くのご提

案をいただきました。 

　また、地区独自の課題に関するさまざまなご意見もお聞き

しました。 

　今後も、さまざま

な機会を捉えながら

これからのまちづく

りに関する市民の皆

さまのご意見・ご提

案をお聞きし、策定

中の総合計画に反映

していきます。 

あなたの声をお聞かせください！ 

◎対象　小中学校ＰＴＡ保護者 
　　　　幼稚園・保育園保護者、未就学児の保護者 

※チャイルドルームを完備しています！（中学校区別を除く） 
　お子様連れのかたも気軽にご参加ください。(事前予約必要)

総合計画に関するご意見・ご提案をお寄せください。 

－勝山市小中学校の再編について考える会（校区別座談会）－ －勝山市小中学校の再編について考える会（校区別座談会）－ 
　
小
中
学
校
再
編
に
つ
い
て
、
特
に
関
係
の
深
い
児
童
生
徒

お
よ
び
今
後
小
学
校
に
入
る
お
子
様
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
し
た
「
勝
山
市
小
中
学
校
の
再
編
を
考
え
る
会
」（
校

区
別
座
談
会
）
を
、
次
の
日
程
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
考
え
る
会
で
は
、
市
が
お
示
し
し
て
い
る
小
中
学
校
再
編

に
関
す
る
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
案

を
い
た
だ
き
、
再
編
の
よ
り
良
い
方
向
性
を
見
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
と
活
発
な
ご
発
言
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

未来創造課（188‐1115） 問 

教
育
総
務
課（
1

８８
‐
8
1
1
1
） 

問 

開　催　日 校　　区 

7月30日（金） 

8月 4日（水） 

8月10日（火） 

8月11日（水） 

8月12日（木） 

8月18日（水） 

8月19日（木） 

8月24日（火） 

8月25日（水） 

8月26日（木） 

8月27日（金） 

8月30日（月） 

PM7:00～ 

PM7:30～ 

PM7:00～ 

PM7:00～ 

PM7:00～ 

PM7:00～ 

PM7:00～ 

PM7:00～ 

PM7:00～ 

PM7:00～ 

PM7:00～ 

PM7:00～ 

成 器 南 小 学 校  

平 泉 寺 小 学 校  

成 器 西 小 学 校  

北 郷 小 学 校  

勝山中部中学校 

勝山南部中学校 

勝山北部中学校 

鹿 谷 小 学 校  

三 室 小 学 校  

荒 土 小 学 校  

野 向 小 学 校  

村 岡 小 学 校  

成 器 南 小 学 校  

平 泉 寺 小 学 校  

成 器 西 小 学 校  

北 郷 小 学 校  

勝山中部中学校 

勝山南部中学校 

勝山北部中学校 

鹿 谷 小 学 校  

三 室 小 学 校  

荒 土 小 学 校  

野 向 小 学 校  

村 岡 小 学 校  

場　　所 時　　間 

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る

た
め
、
平
成
２２
年
１０
月
１
日
診
療
分
か
ら

こ
れ
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

対
　
象
▼
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
・
生

徒
（
た
だ
し
、
年
齢
に
応
じ
て
下
表
の

自
己
負
担
が
か
か
り
ま
す
）

所
得
制
限
▼
な
し
　

申
　
請
▼
平
成
7
年
4
月
2
日
〜
平
成
１６

年
4
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た
は
申
請
が

必
要
で
す
。
な
お
、
対
象
者
と
な
る
か

た
に
は
8
月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。
新
生
児
に
つ
い
て
は
、
出
生
届

提
出
時
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
の
受
給
対
象
の

場
合
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

臨
時
窓
口
の
設
置

と
　
き
▼
8
月
２４
日
（
火
）
〜
２６
日
（
木
）

午
前
8
時
４５
分
〜
午
後
7
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
　
3
番
入
口



災
害
に
備
え
て
 

〜
災
害
が
起
き
る
前
に
で
き
る
こ
と
〜
 

　
今
年
も
全
国
各
地
で
洪
水
や
土
砂
災
害
に

よ
る
被
害
が
続
出
し
て
い
ま
す
。 

　
近
年
は
、
局
地
的
に
短
時
間
で
集
中
的
な

雨
量
を
も
た
ら
す
„
ゲ
リ
ラ
豪
雨
“
が
多
発

し
、
ま
た
そ
の
発
生
予
想
が
困
難
な
た
め
に

対
応
が
遅
れ
、
死
者
が
発
生
し
た
事
案
も
多

く
あ
り
ま
す
。 

　
福
井
地
方
気
象
台
は
今
年
5
月
２７
日
か
ら
、

警
報
や
注
意
報
の
区
域
等
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
よ
り
詳
細
な
地
域
ご
と
（
市
町
単
位
）

に
発
令
す
る
こ
と
と
な
り
、
市
と
し
て
も
避

難
勧
告
な
ど
の
判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
防
災
行
政
無
線
局
の
整
備
や
携

帯
電
話
に
よ
る
緊
急
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
配

信
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
情
報
伝
達
が

多
様
化
し
効
果
的
に
な
り
ま
し
た
。
県
の
河

川
・
砂
防
総
合
情
報
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

で
は
、
各
地
の
雨
量
や
河
川
水
位
、
土
砂
災

害
危
険
度
情
報
を
随
時
確
認
で
き
ま
す
。 

　
4
月
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
「
洪
水
・
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
参
考
に
、
避

難
経
路
・
避
難
場
所
の
確
認
や
非
常
持
ち
出

し
品
の
準
備
な
ど
、
家
族
や
ご
近
所
の
か
た

と
一
緒
に
防
災
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。 

土砂災害避難訓練を実施しました 

災害時要援護者の避難誘導状況（保田区） 

　6月27日（日）の早朝、鹿谷町保田区において

市内では初となる土砂災害を想定した避難訓練を行

いました。 

　当日はあいにくの雨模様ながら、区民など約

180人が訓練に参加し、AEDや簡易担架づくりの

講習、土砂災害に関する研修会が行われました。 

　今後も地域の自主防災組織と協力し、さまざまな

場面を想定した訓練を実施していくことで、災害に

強いまちづくりの実現を目指します。 

　自主防災組織の立ち上げと組織力強

化を目的に、講演会の開催や備品の購

入などに対する助成を行っています。 

◆自主防災組織設立補助金 

　補助対象経費の3分の2以内（上

限20万円） 

◆組織設立の翌年度以降の活動補助金 

　　1組織あたり1万円 

自主防災組織育成事業助成金 

勝山市緊急メールサービス 
　防災情報や気象情報、火災情報、
クマ情報が配信されます。 

　ぜひ、登録を
お願いします。 

総務課（188‐1116） 問 

9月1日は『防災の日』 9月1日は『防災の日』 
　関東大震災が発生した9月1日は『防災の日』です。また9月１日を含

む１週間を「防災週間」として、全国各地ではさまざまな避難訓練や防

災フォーラムが開催され、勝山市においても、下記のとおり防災訓練等

が行われます。 

と　き　8月29日（日） 
　　　　午前8時30分～ 
●大野会場 
ところ　大野市 

奥越ふれあい公園 
訓練内容　地震と風水害を想定
した、孤立集落や天然ダム
が発生した時の対応や、災
害時要援護者の避難訓練 

 
●勝山会場 
ところ　教育会館、すこやか、
（避難訓練）市内避難所15
箇所（通信訓練） 

対　象　元町1丁目、沢町1丁
目、本町 

福井県総合防災訓練 
と　き　8月31日（火）午後7時～9時 
ところ　教育会館ホール 
内　容　講演およびパネルディスカッション 
　講　演 
　　演題：「私の防災力を高めるには」 
　　講師：富士常葉大学 

　客員教授　井野　盛夫氏 
　パネルディスカッション 
　　テーマ：「地震に備えて 

私たちは何ができるか」 

防災フォーラム 

テーマ　地震、台風、豪雨、豪雪などの
自然災害 

対　象　小・中学生 
応募締切　9月6日（月） 
※作品は各学校へ提出してください 

防災ポスターコンクール 

食
用
廃
油
を 

　
　
リ
サ
イ
ク
ル 

食
用
廃
油
を 

　
　
リ
サ
イ
ク
ル 

   

　
荒
土
町
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
大
日
園
で

は
、
平
成
１９
年
か
ら
食
用
廃
油
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
雇
用
拡
大
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

　
ス
ー
パ
ー
や
調
理
業
者
な
ど
か
ら
１
か
月

あ
た
り
約
2
0
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
食
用
廃
油

を
回
収
し
て
、
園
内
の
作
業
場
で
ろ
過
・
精

製
し
、
再
加
熱
燃
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
。 

　
大
日
園
の
遍
照
恵
応
次
長
は
「
廃
油
を
市

民
単
位
で
も
回
収
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
ご
み
の
減
量
化
や
水
環
境
へ
の
負
荷
軽

減
に
つ
な
が
り
、
廃
油
に
対
す
る
市
民
の
エ

コ
意
識
も
変
わ
っ
て
く
る
の
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
大
日
園
で
は
、
食
用
廃
油
を
提
供
し
て
も

ら
え
る
企
業
や
団
体
、
個
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
食
用
廃
油
を
ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に

大
日
園
に
回
収
し
て
も
ら
い
、
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

エコ環境都市を目指して エコ環境都市を目指して 

社
会
福
祉
法
人
大
日
園 

　
　
　
　
　
　
　
　（
1

８９
‐
3
2
1
0
） 

問 

回収した廃油をろ過・精製して 
いる様子 

地球のためにできることから始めよう 

｢かつやまエコチャレンジ」 

生活環境課（188‐8104） 問 

　「かつやまエコチャレンジ」とは、市内の小学

5年生から中学3年生とその家庭に対して、地球

にやさしい取り組みや、地球温暖化防止活動の１

つである「環境家計簿」を提案し、夏休み期間中

に実施してもらうものです。 

　平成 24年に勝山市で

開催される「環境自治体

会議」に向けて、市民

一人ひとりが日常生活

において環境に配慮

した行動に取り組む

ことで、エコ環境

都市の実現をめざ

しています。 

　地球のために、

まず身近でできることから始めて

みましょう。 

地
球
環
境

地
球
環
境
に
優
し
優
し
い
電
車
を
利
用
し

電
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う 

地
球
環
境

地
球
環
境
に
優
し
優
し
い
電
車
を
利
用
し

電
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う 

地
球
環
境
に
優
し
い
電
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う 

　
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
は
、
平
成
１５
年
の
開
通

よ
り
右
肩
上
が
り
で
利
用
者
数
を
伸
ば
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
２１
年
度
の
利
用
者

数
は
、
約
3
1
1
万
人
と
な
り
平
成
２０
年

度
よ
り
2
％
減
少
し
ま
し
た
。
勝
山
市
内

に
あ
る
駅
の
利
用
者
も
、
こ
こ
数
年
は
横

ば
い
状
態
で
し
た
が
平
成
２１
年
度
は
対
前

年
比
で
3
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
 

　
鉄
道
は
マ
イ
カ
ー
と
比
べ
る
と
、
人
ひ

と
り
を
運
ぶ
の
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

の
量
が
約
9
分
の
1
で
す
む
な
ど
「
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
乗
り
物
」
で
す
。
 

　
地
球
環
境
保
全
の
面
か
ら
も
「
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
」
を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◆
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に
乗
っ
て 

　
　
　
　
　
　
映
画
を
観
に
行
こ
う 

　
勝
山
市
電
車
利
用
促
進
会
議
で
は
、
夏

休
み
な
ど
長
期
休
暇
中
に
「
え
ち
ぜ
ん
鉄

道
」
に
乗
っ
て
福
井
駅
前
の
映
画
館
を
利

用
す
る
と
、
映
画
料
金
が
割
り
引
き
さ
れ

る
補
助
券
を
勝
山
駅
で
発
行
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
家
族
で
電
車
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

  

◆
ミ
ニ
鉄
道
博
物
館
と 

　
　
　
　
エ
コ
環
境
都
市
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト 

と
　
き
▼
8
月
１４
日
（
土
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

と
こ
ろ
▼
勝
山
駅
駐
車
場 

内
　
容
▼ 

①
ミ
ニ
鉄
道
博
物
館 

　
鉄
道
資
料
の
展
示
、「
テ
キ
6
」
の

車
内
見
学 

②
ギ
ャ
ラ
リ
ー
電
車
（
事
前
申
込
必
要
） 

　
子
ど
も
た
ち
に
電
車
の
絵
を
描
い
て

も
ら
い
、
そ
の
作
品
を
実
際
に
走
っ
て

い
る
電
車
内
に
展
示 

③
エ
コ
体
験
イ
ベ
ン
ト 

　
エ
コ
チ
ャ
リ
、
電
気
自
動
車
の
展
示
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
な
ど 

参
加
料
▼
無
料 

そ
の
他
▼
当
日
、
電
車
で
来
場
さ
れ
た
か

た
に
は
粗
品
を
進
呈
し
ま
す 

生
活
環
境
課（
1

８８
‐
8
1
0
4
） 

問 
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
勝
山
駅（
1

８７‐
0
0
9
8
） 

問 

0

50

100

150

200

250

300

350

0

3

6

9

12

15

18
（万人） （万人） 

（平成） 

えちぜん鉄道利用者数推移 

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 

59

5.9
139

163

16.0

172

15.5

183

15.3

191

15.6

186

15.1

46
103

14.9

116 119 123 126 124

■三国芦原線　■勝山永平寺線　・－・勝山市内 

協
力
団
体
等
募
集
中

協
力
団
体
等
募
集
中 

協
力
団
体
等
募
集
中 

へ
ん
じ
ょ
う
け
い
お
う 
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イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
ご
紹
介 
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
ご
紹
介 

　
勝
山
市
は
、
市
内
で
情
報
関
連
産
業
等
を
創
業
し
よ
う
と
す
る
か
た
へ
の

支
援
策
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
地
域
企
業
と
し
て
根
付
い
て
も
ら
う
た

め
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
（
起
業
支
援
の
た
め
3
年
間
無
償
貸
与
す
る
事

業
を
行
う
た
め
の
部
屋
）
を
奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
に
4
室

設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
そ
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
に
入
居
さ
れ
て
い
る
二
人
の
若
手
起

業
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

勝
山
に
I
T
を
根
付
か
せ
た
い
 

新
し
い
つ
な
が
り
を
求
め
て
 

　
小
林
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
後
、
東
京
で

就
職
し
ま
し
た
が
、
１３
年
前
に
勝
山
に
戻
っ

て
き
て
家
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

傍
ら
、
学
生
時
代
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
関
係
の
技
術
を
独
学
で
身
に
つ
け
、

少
し
ず
つ
仕
事
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
5
年
前
に
独
立
し
、
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
ト
施
設
に
入
居
し
ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
受
託
開
発
し

て
い
ま
す
。 

 　
広
が
る
人
と
の
つ
な
が
り
 

　
市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
投
資
な
ど
に
よ
り
、

市
内
の
情
報
格
差
は
無
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
が
り
に
伴
っ
て
、

人
と
の
つ
な
が
り
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
小
林
さ
ん
は
、
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の
人
の

つ
な
が
り
を
仕
事
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。「
ネ
ッ
ト
上
で
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
作

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
何
人
か
専
門
分
野
の

違
う
人
達
と
ネ
ッ
ト
上
で
チ
ー
ム
を
作
り
、

チ
ー
ム
と
し
て
さ
ら
に
便
利
な
シ
ス
テ
ム
を

作
り
た
い
。
そ
の
チ
ー
ム
の
延
長
で
会
社
へ

と
拡
大
し
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。」
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
内
あ
る
い
は
奥
越
地
域

で
個
人
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
、「
特
に
デ

ザ
イ
ン
系
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
と
組
ん
で

み
た
い
で
す
ね
。」
と
新
し
い
人
の
つ
な
が

り
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

〔
杉
下
さ
ん
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
先
〕 
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＆
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ア
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８７
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
、
W
E
B

シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
を
主
に
手
掛
け
て
い
る

杉
下
さ
ん
は
、
2
年
前
に
現
在
の
会
社
を
設

立
し
ま
し
た
。 

　
以
前
は
福
井
市
内
の
I
T
企
業
に
勤
務
し
、

そ
の
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
製
作
会
社
の
運
営
に

携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
関
係
の
仕
事
は
、
官

公
庁
関
係
か
ら
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
多
方
面
に
渡
っ
て
い
ま

す
。 

 　
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
 

　
杉
下
さ
ん
は
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
関
連

の
技
術
が
認
め
ら
れ
、
日
本
に
2
0
0
人
し

か
い
な
い
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
M
V
P
に
、

7
年
連
続
で
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
確
か
な
技
術
を
生
か
す
こ
と
で
順
調

に
業
績
が
伸
び
て
い
て
、
現
在
は
パ
ー
ト
ナ

ー
の
藤
本
謙
二
さ
ん
と
2
名
体
制
で
仕
事
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
末
を
め
ど
に
4

名
体
制
へ
の
業
務
拡
大
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 　
勝
山
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
 

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
だ
け
で
は

仕
事
は
つ
な
が
ら
な
い
。
や
は
り
、
人
と
人

と
の
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
が
必
要
で
す
。」

と
話
す
杉
下
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
市
外
や
県

外
の
仕
事
を
メ
イ
ン
に
し
て
き
ま
し
た
が
、

「
こ
れ
か
ら
は
地
元
奥
越
の
企
業
や
、
お
店

に
も
自
分
の
仕
事
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
。」
と
の
こ
と
で
す
。
　
 

　「
今
後
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
い
ら
な
い
、
誰
で
も
簡
単
に
使
え
る
、
人

に
優
し
い
ソ
フ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
発

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
に
こ
や

か
に
話
し
ま
し
た
。 

杉下　
ともとし

朋年さん（40） 
D＆UNITE㈱代表取締役 

小林　則彦さん（40） 
ビズ・アーク代表 

インキュベート施設入居者募集!
　10月に空き室が出ますので、これから市内で情報関連
産業などを創業する意欲のある起業家を募集しています。
ぜひお申し込みください。 
所在地　奥越地域地場産業振興センター3階の1室（27㎡） 
入居開始日　10月1日（金）～ 
利用料　3年間無償貸与。ただし、公益費として月額

4,600円必要 
申込期限　8月31日（火）申し込み多数の場合は審査会

を実施します 
※詳細については、勝山市ホームページまたは商工振興課
（188－8105）まで 
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ア
ラ
イ
グ
マ
 

ア
ラ
イ
グ
マ
 

ア
ラ
イ
グ
マ
 被
害
に
負
け
な
い
 

　
　
か
し
こ
い
対
策
 

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
か
ら
ペ
ッ

ト
と
し
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
生
物

で
す
。 

　
近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が
野
生
化
し
、
牙
や

爪
で
文
化
財
な
ど
が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
ス

イ
カ
な
ど
の
農
作
物
が
食
い
荒
ら
さ
れ
る
と

い
っ
た
被
害
が
出
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

①
餌
付
け
し
な
い
　
 

　
生
ご
み
や
農
作
物
を
放
置
し
て
お
く
と
、

ア
ラ
イ
グ
マ
に
と
っ
て
格
好
の
エ
サ
と
な

り
、
餌
付
け
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

し
っ
か
り
片
付
け
ま
し
ょ
う
。 

②
家
屋
内
へ
の
侵
入
防
止
　
 

　
天
井
裏
で
音
が
し
た
り
、
シ
ミ
が
あ
る

場
合
は
、
殺
虫
剤
や
忌
避
剤
の
煙
で
追
い

出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
侵
入
口
は
金
網

な
ど
で
ふ
さ
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 　
な
お
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
「
特
定
外
来
生
物
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
っ
た
り
、
人
に
譲
っ
た
り
、
野
外
に
放
す

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
捕
獲
は
市
が
捕
獲
隊
に
依
頼
し
て

実
施
し
ま
す
。 

　
ア
ラ
イ
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
は
、
林
業

振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

林
業
振
興
課（
1

８８
‐
8
1
2
1
） 

問 

種　名　アライグマ 
原産地　北アメリカ 
形　態　体重5～10ｋｇ。頭胴長50～60cm。尾長25～

30cm。目の周りが黒く、尾にはしま模様がある。
眉間に黒いスジがあり、ひげは白い。 

生　態　平地から山地の水辺に生息する。木の洞のほか、社
寺や民家の屋根裏で休息・繁殖を行う。夜行性で木
登りが得意。気性は荒く、鋭い牙や爪で噛み付いた
り、引っかいたりする。 

食　性　雑食。トウモロコシなど多種の農作物や、昆虫、魚
などを食べる。 

繁　殖　春から夏にかけて3～5頭の子を産む。 

ふるさと納税で 
　勝山を応援してください 
　ふるさと納税制度は、ふるさとを応援したい

というかたがたの想いを実現するために、福井

県が提唱した制度です。 

　なお、地方公共団体に対する寄付金の額に応

じて、所得税や個人住民税が軽減されます。 

　市では、ふるさと納税に関する相談窓口を設

けていますので、親戚や友人のかたが帰省され

た際にご利用いただくよう、お知らせください。 

 

相談窓口　市役所2階 

　　　　　未来創造課 

開設期間　 

　8月31日（火）まで 

　　　　　（土日は除く） 

　午前8時30分～ 

　　　　午後5時30分 

未来創造課（188‐1115） 問 

勝山商工会議所（188‐0463） 問 

まちなか 
散策情報 

配
信
中 

配
信
中 

　お買い物処、食べ処、ご宿泊、イベント情報は 

こちらから検索できます。 

※情報検索サイトご利用の際は 

　パケット通信料が発生します 

と
　
き
▼
8
月
２８
日
（
土
）
 

　
　
　
　
午
後
2
時
〜
3
時
３０
分
 

と
こ
ろ
▼
勝
山
市
民
会
館
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
会
議
室
 

演
　
題
▼
「
近
世
前
期
に
お
け
る
寺
社

復
興
と
地
域
社
会
―
越
智
山

大
谷
寺
を
中
心
に
―
」 

講
　
師
▼
塩
崎
　
久
代
氏
 

（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
） 

参
加
費
▼
無
料
 

白
山
文
化
研
究
会
の
 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
 

史
蹟
整
備
課（
1

８８
‐
8
1
1
3
） 

問 



か つやまフェア大規模開催 
東京・青山で勝山をPR！ 

　7月24・25日の両日、東京都港区にある福井県の公式

アンテナショップ「ふくい南青山291」で、まちはまるご

と博物館「かつやまフェア」が開催され、2日間で820人

が訪れました。 

　勝山の自然、歴史、観光の紹介、物産の販売、また、えち

ぜん鉄道の紹介や恐竜化石の標本の展示、そして化石発掘体

験など大々的に勝山市をPRしました。山岸市長もセールス

マンとして2日間精力的にPRに務めました。 

　関西・中京方面の大学等からの夏合宿がこ
れからピークを迎えます。勝山市内のホテル・
ペンションで9月末までに延べ4,800人が
宿泊する予定です。 

学
生
の
夏
合
宿
こ
れ
か
ら
ピ
ー
ク 

■
8
月
4
日
　
勝
山
市
一
円
 

関
西
・
中
京
か
ら
4
8
0
0
人
宿
泊
 

　勝山市が認定を受けたジオパークの魅力を
知ってもらうため、小中学生の親子を対象と
したジオパークツアーが夏休み期間中開催さ
れています。 

ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア
ー
開
催
中
 

■
7
月
２８
日
　
勝
山
市
内
 

勝
山
市
の
地
質
遺
産
を
知
ろ
う
！ 

　この夏甲子園で活躍してもらおうと、勝山
市が白山水系の地下水で作った「ふくい勝山
恐竜水」を、福商野球部へ500本寄贈しま
した。 

福
商
野
球
部
へ
5
0
0
本
寄
贈
 

■
7
月
２８
日
　
福
井
商
業
高
校
 

「
ふ
く
い
勝
山
恐
竜
水
」
を
甲
子
園
で 

　創立50周年記念碑を除幕した後、記念植
樹を行いました。同クラブは2004年から
公園内で600本のブナの木を植樹しています。 

創
立
５０
周
年
記
念
碑
除
幕
式
 

■
7
月
３１
日
　
か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
 

勝
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

　勝山市出身の声優である石塚運昇さんを講
師に迎え、ふれあい市民講座が開催されまし
た。小中学生を中心に、実際にアニメの吹き
替え体験も行われました。 

ふ
れ
あ
い
市
民
講
座
開
催
 

■
7
月
１０
日
　
す
こ
や
か
 

君
も
声
優
に
挑
戦
！ 

にぎわう会場内　恐竜化石も人気でした 

取材を受ける山岸市長 

化石発掘体験も大人気 

関西学院大学女子ラクロス部 

8月21日（土）・28日（土） 
9月 4日（土） 

絵本の森 －よみきかせ会－ 
PM2:00～ 

9月11日（土） 

おはなしでてこい　 PM2:00～ 

8月13日（金）・20日（金） 
　27日（金） 

紙芝居の日 PM7:00～ 

8月25日（水） 
植物の名前を調べよう AM10:00～ 

8月21日（土）・22日（日） 
地下書庫に行ってみよう AM10:00～ 

8月27日（金） 

赤ちゃんとえほんの日 
－赤ちゃん絵本の紹介とよみきかせ－ 

AM10:30～ 一
般
図
書 

こ
ど
も
図
書 

ど
う
し
て
ア
フ
リ
カ
？ 

　
　
ど
う
し
て
図
書
館
？ 

さ
く
ま
　
ゆ
み
こ
／
著 

あ
か
ね
書
房 

地
球
の
声
が
き
こ
え
る 

藤
原
　
幸
一
／
著 

講
談
社 

ク
ラ
ゲ
大
図
鑑 

並
河
　
洋
／
監
修
 

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
 

日
本
の
食
卓
か
ら 

　
　
　
魚
が
消
え
る
日 

小
松
　
正
之
／
著 

日
本
経
済
新
聞
出
版
社 

く
ま
の
つ
き
の
わ
く
ん 

片
山
　
令
子
／
さ
く 

理
論
社 

御
巣
鷹
山
と
生
き
る 

美
谷
島
　
邦
子
／
著 

新
潮
社 

あ
お
い
く
も 

ト
ミ
ー
・
ウ
ン
ゲ
ラ
ー
／
作 

ブ
ロ
ン
ズ
新
社 

静
け
さ
を
残
し
て 

　
　
　
　
鳥
た
ち
は 

片
山
　
恭
一
／
著 

文
芸
春
秋 

か
ま
き
り
の
カ
マ
ー
く
ん
と 

　
　
い
な
ご
の
オ
ヤ
ツ
ち
ゃ
ん 

田
島
　
征
三
／
作 

大
日
本
図
書 

銀
狼
王 

熊
谷
　
達
也
／
著 

集
英
社 

勝山市立図書館　188－6000　　ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

8月22日（日） 

絵本と手品のつどい 
－K&ピエロ－ PM2:00～ 

夏休み 
子どものつどい 

夏休み 
子どものつどい 

夏休み 
子どものつどい あそびの城　 

8月21日（土）　PM２：３０～ 
人形劇「グリーンマントの 
ピーマンマン」 
8月29日（日）　AM１０：１０～ 
手品教室 
8月29日（日）　PM２：００～ 

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
、 

　
　
略
し
て
「
エ
コ
協
」
で
す
。
 

未
来
創
造
課
　
　
　（
1

８８
‐
1
1
1
5
） 

問 
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7
月
の
活
動
報
告

◆
北
谷
「
昔
踊
り
」
練
習
会
　

7
月
２８
日
（
水
）

北
谷
公
民
館
に
て
、
7
月
4
日
か
ら
毎
週

水
曜
日
「
昔
踊
り
」
の
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

娯
楽
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
頃
、
祭
り
の
際
に
人
々

は
交
代
で
謡
い
、
踊
り
続

け
た
そ
う
で
す
。「
千
本
搗
（
づ
）
き
」
は
、

百
番
以
上
も
の
歌
詞
が
あ
り
、
村
の
長
老
は

全
部
覚
え
て
い
る
と
か
。「
ち
ょ
ー
ち
ょ
ー
」

は
独
特
な
リ
ズ
ム
の
踊
り
で
、
だ
ん
だ
ん
速

く
な
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
楽
し
い
で
す
。

本
番
は
8
月
１５
日
の
夜
、
木
根
橋
の
神
社

に
て
。
谷
の
は
や
し
込
み
行
列
の
あ
と
、
昔

踊
り
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。8

月
の
エ
コ
協
企
画

8
月
は
、
各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
地
元
の
自
然
や
文
化
を
感
じ
ら
れ

る
よ
い
機
会
で
す
。
ご
近
所
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
8
月
１３
日(

金)

ゆ
め
お
ー
れ
発
表
会

大
師
山
た
い
ま
つ
登
山

◆
8
月
１４
日
（
土
）

勝
山
城
ザ
・
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
花
火
が
１５
日
に
順
延
の
場
合
は
、

同
日
に
順
延
）

◆
8
月
１５
日
（
日
）

北
谷
町
谷
「
は
や
し
込
み
行
列
」

北
谷
町
木
根
橋
「
昔
踊
り
」

◆
8
月
１６
日
（
月
）

か
ち
山
ち
ょ
う
ち
ん
登
山

◆
8
月
１８
日
（
水
）
・
１９
日
（
木
）

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
in
勝
山

◆
8
月
２１
日
（
土
）

か
つ
や
ま
の
音
楽
家
の

た
ま
ご
た
ち
コ
ン
サ
ー
ト

◆
8
月
２２
日
（
日
）

越
前
禅
定
道
修
験
者
マ
ラ
ソ
ン

ミ
ス
テ
リ
ー
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

（
親
子
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
）

エ
コ
協
の
団
体
・
活
動
紹
介

◆
勝
山
地
区
エ
コ
推
進
協
議
会

ま
ち
な
か
の
歴
史

的
遺
産
を
発
掘
し
て
、

住
民
や
観
光
客
が
遺

跡
の
場
所
を
確
認
、

再
発
見
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
再
発
掘
さ
れ
た
遺
産
や
資
料
か
ら
、

「
お
も
し
ろ
歴
史
冊
子
」
を
作
成
し
、
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
・
む
ろ
こ
の
会

勝
山
の
地
名
の
由
来
と
も
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
村
岡
山
の
景
観
整
備
や
城
跡
の
復
元

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
前
の
桜
木
の
満
開
時
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
・
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
や
コ
ス
モ
ス
・
芝
桜
の
育
成
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。


